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　平成23年3月11日に発生しました「東日本大震災」により被災された皆様には心よりお見舞い申し上げ
ますとともに、1日も早い復旧をお祈りいたします。
　第33回埼玉消化管撮影研究会を下記要領にて開催致します。ご多忙とは存じますが多数ご参加いただき
ますようお願いいたします。

記

日　時：平成23年6月12日（日）受付開始　13：00～
場　所：さいたま赤十字病院　5階　講堂
会　費：500円

プログラム

13:20～13:30
　　　　　平成22年度　事業報告および会計報告
　　　　　平成23年度　事業計画および予算報告
13:30～14:30
　　　　　レクチャーコーナー　胃中部の撮影について
　　　　　　　演者：小笠原　洋介（埼玉県健康づくり事業団）：間接撮影の立場から
　　　　　　　　　　千田　　俊秀（所沢市民医療センター）　：直接撮影の立場から
　　　　　　　　　　志田　　智樹（レインボークリニック）　：直接撮影の立場から
14:40～15:20
　　　　　胃X線撮影方法を動画で紹介
　　　　　　　演者：大森　　正司（さいたま赤十字病院）
　　　　　　　演者：今出　　克利（さいたま市民医療センター）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　休憩　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

15:30～16:30
　　　　　症例検討　　症例提供施設：工藤　泰（早期胃がん検診協会）

以上
※事前申し込みは不要です。
※日本消化器がん検診学会認定　胃がん検診専門技師　取得単位　参加者：2単位（年間）

共催：埼玉県放射線技師会・埼玉消化管撮影研究会
お問い合わせ：埼玉消化管撮影研究会　代表世話人

さいたま市民医療センター　今出　克利
TEL　048-626-0011（内線：7725）

第33回埼玉消化管撮影研究会開催案内
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謹啓
　時下ますますご清祥の段、誠にお慶び申し上げます。
　さて，下記の通り，SMC特別講演会を開催する運びとなりました。
翌日の仕事から活かせる様な，フランクな情報交換の場にしたいと考えておりますので，皆様方には奮っ
てご参加下さいます様，お願い申し上げます。

謹白
SMC代表世話人　栗田　幸喜

記

日　時：平成23年6月3日（金）pm19：00～
場　所：大宮ソニックシティー　4F　市民ホール
　　　　http://www.sonic-city.or.jp
参加費：1,000円

【最新技術・最新画像】 pm19：00～

　　『GE社　最新ハードウエアと最新アプリケーションのご紹介』
講師：GE社　MR Sales & Marketing部

鈴木　靖彦
【教育講演】 pm19：30～

　　技師からの心臓MRI検査
　　『当センターでの検査手技と注意している点』
　　　～推奨シーケンスを踏まえて～

発表施設：自治医科大学附属さいたま医療センター
中央放射線部　小山 芳征

【特別講演】 pm20：00～

　　『循環器領域の生理・解剖と疾病について』
講師：さいたま市立病院　循環器内科　部長

石川　士郎　先生
共催／SAITAMA MRI Conference

バイエル薬品株式会社

＊磁気共鳴専門技術者更新のための研究会（5単位）として認定されております。
　　（当日、受付にて更新の為の個人票に押印致しますので、ご提示下さい）
＊本件に関しますお問い合わせは、各施設担当のバイエル薬品MRもしくは
　辰嶋（090－1581－3244）までお問い合わせ下さい。

第5回SAITAMA MRI Conference特別講演会のご案内
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【会場地図】 〒330-8669埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-7-5
ソニックシティビル5F財団法人　埼玉県産業文化センター 048-647-4111
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平成23年度

「もう一度    一から見直す    安全性と役割」

日 時

会 場

平成23年

コラニー文化ホール

ロイヤルガーデンホテル

月 日

文化文化ホ文化化ホホ化
月月月月月月月月月月10

ルホ ルル
日日

ホホホ
15 日日日16日日

会会会会会会会会

日土

http://www.yamanashi-rt.or.jp/ 

㈳日本放射線技師会
㈳東京都放射線技師会・㈳茨城県放射線技師会・㈳千葉県放射線技師会
㈳長野県放射線技師会・㈳山梨県放射線技師会・㈳新潟県放射線技師会
㈳栃木県放射線技師会・㈳群馬県放射線技師会・㈳埼玉県放射線技師会
㈳神奈川県放射線技師会

大会事務局 山 梨大学医学部附属病院放射線部

実　　   施 山 梨 県 放 射 線 技 師 会㈳
大　会　長 山 梨県放射線技師会会長㈳ 佐 野 芳 知

 （山梨県放射線技師会URL）大会事務局URL 

ガ デンホテルガ デンホテル
（山梨県立県民文化ホール）

主　　  催
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　平成23年度関東甲信越診療放射線技師学術大会は、平成23年10月15日（土）、16日（日）の両日山梨県
甲府市のコラニー文化ホール（山梨県立県民文化ホール）にて開催することとなりました。
　東京都、群馬県と続いて、今年が第3回目の開催となります。
　大会テーマは「もう一度　一から見直す　安全性と役割」と題し、一般研究発表、特別講演、市民公開
講座、シンポジウムなどを予定しています。
　市民公開講座は、山梨県立科学館主任学芸主事の高橋真理子先生に星（星空）に関係した講演を御願い
いたしました。先生はプラネタリウム番組制作や「星つむぎの歌」など多種企画し、星を介して人と人、
宇宙と人、人それぞれの経験と知、などを「つなぐ」「つたえる」「つくる」ことを主な仕事としていま
す。神秘的で科学的なお話が拝聴できることと思います。
　シンポジウムは「医療被ばく低減施設認定にむけて」～今、我々に求められる安全性と役割～（仮題）
と題し各都県会員の方に低減施設認定にむけての取り組みや課題を発表していただきます。認定施設を目
指している会員の方々には非常に参考になると思います。
　会場のある甲府市は、南に日本一の富士山・北に八ヶ岳、西に南アルプス連峰・東に秩父連山と四方を
山に囲まれた盆地で山岳愛好者にはとても魅力的なところです。会場からその一端を見ることも可能で
す。お酒の好きな方は、気に入ったワイン工場にお立ち寄り戴き見学・試飲を楽しんで戴きたいと思いま
す。県内にはワイン以外にも地酒・地ビール・ウイスキー工場もありますのでこの際立ち寄ってみては如
何でしょうか。 時間に余裕のある方は富士五湖などの観光地に出かけてワイン片手に一風呂浴びながら
富士山を眺める至福の時を過し日頃の疲れを癒すのは如何でしょうか。
　最後になりますが、各都県会員の皆様の奮っての参加を実行委員、山梨県役員一同心よりお待ちしてい
ます。

平成23年度関東甲信越診療放射線技師学術大会　大会長
（社）山梨県放射線技師会　会長

佐　野　芳　知

平成23年度　関東甲信越診療放射線技師学術大会開催にあたって
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大会テーマ　「もう一度　一から見直す　安全性と役割」

1 ．会　　期　平成23年10月15日（土）～16日（日）
2．会　　場　コラニー文化ホール（山梨県立県民文化ホール）
　　　　　　　　　　〒400-0033　山梨県甲府市寿町26-1
　　　　　　　　　　TEL　055-228-9131　FAX　055-228-9137
　　　　　　　ロイヤルガーデンホテル
　　　　　　　　　　〒400-0858　山梨県甲府市相生1-3-17
　　　　　　　　　　TEL　055-231-2411　FAX　055-231-2420
3 ．参加登録費
　　　　　　　事前登録　　会員 3,000円　　非会員 5,000円　　学生 1,000円
　　　　　　　当日受付　　会員 5,000円　　非会員 5,000円　　学生 1,000円
　　情報交換会
　　　　　　　事前登録 5,000円　　当日受付 7,000円
4 ．プログラム
　　　　　　　特別講演　　　　　教育講演　　　　　　　　シンポジウム
　　　　　　　一般研究発表　　　ランチョンセミナー　　　市民公開講座
5．主　　催　社団法人 日本放射線技師会
　　　　　　　社団法人 東京都放射線技師会　社団法人 神奈川県放射線技師会
　　　　　　　社団法人 千葉県放射線技師会　社団法人 長野県放射線技師会
　　　　　　　社団法人 群馬県放射線技師会　社団法人 栃木県放射線技師会
　　　　　　　社団法人 新潟県放射線技師会　社団法人 埼玉県放射線技師会
　　　　　　　社団法人 茨城県放射線技師会　社団法人 山梨県放射線技師会
6．実　　施　社団法人 山梨県放射線技師会
7．後　　援　山梨県、甲府市

　　　　大　会　長　山梨大学医学部付属病院　　佐野　芳知
　　　　実行委員長　山梨県立中央病院　　　　　清水　利彦

　　　　大会事務局：〒409-3898　山梨県中央市下河東1110
　　　　　　　山梨大学医学部附属病院　放射線部
　　　　　　　平成23年度　関東甲信越診療放射線技師学術大会実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　　　　TEL：055－273－9784
　　　　　　　　　　　　　　E-mail：yart23@med.yamanashi.ac.jp

平成23年度　関東甲信越診療放射線技師学術大会
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会費納入に関するお知らせ

社団法人　埼玉県放射線技師会
会長　小　川　　　清

財務担当理事　結　城　朋　子

　埼玉県放射線技師会の年会費は、以下の通りです。

（社）埼玉県放射線技師会年会費

現　会　員 年会費9,000円

新　入　会　員 初年度年会費無料
再入会の場合

当該年度12月31日まで
年会費9,000円

＊再入会金は不要です
再入会の場合

当該年度 1月以降 3月まで
年会費4,500円

＊再入会金は不要です

＊当該年度：4月1日から翌年3月31日まで

平成20年度以降、日本放射線技師会への直納制は廃止されました。埼玉県放射線技師会の指
定口座へ直接お払込をお願いいたします。
コンビニエンスストアでのお取り扱いは 7月31日までとなっております。

当会の活動はすべて会員の皆様の会費により運営されております。
年会費は早めに納入していただきますようご協力お願いいたします。
尚、新入会および再入会のお届け、会費納入状況の確認につきましては下記までお問い合わ
せください。

（社）埼玉県放射線技師会センター　　植松
電話：048－664－2728　（受付時間：月曜～金曜の9：00～15：00）
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メールマガジン配信登録のご案内

（社）埼玉県放射線技師会

会長　　小　川　　　清

　現在、埼玉県放射線技師会では、会員や会員が勤務する施設の運用に活用していただく目
的で、数多くの情報を提供・発信しております。
　例えば、厚生労働省から発信され、日本放射線技師会を経由し本会へ届いた情報や、本会
からのお知らせ等がそれにあたります。
　これらを年6回発刊の会誌やホームページを用いて、可能な限り速やかに提供するよう心が
けておりますが、医療政策における展開の速さを鑑みると、会員からの閲覧がないと情報が
伝わらないという媒体の性質上、リアルタイムに十分な機能を果たせているとは言えません。
　そこで、会員の皆様には、技師会からの情報を「的確なタイミングで確実に」受け取る手
段として、メールマガジンへの配信にご登録いただければと考えております。
　メールマガジン配信登録方法は以下の通りとなっています。皆さんのご登録をお待ちして
おります。

■メールマガジン配信登録
　登録方法は2通りあります。
　①ホームページ上からの申し込み。
　　［その他］のカテゴリから［メールマガジン購読希望］へアクセス。
　　必要事項をご記入下さい。
　②メールによる申し込み。
　　申し込み用メールアドレスに以下の内容を記入して送信下さい。

　　　　申し込み用アドレス：magazine_since2007@sart.jp
　　　　件名：メールマガジン申し込み
　　　　本文：（氏名）
　　　　　　　（受信希望先のメールアドレス）
　　　　※申し込み後自動返信にて確認メールが届きます。

■メールマガジンの停止・変更・質問等について
　マガジンの停止・変更・質問等は以下のアドレス宛にご連絡下さい。
　変更削除用アドレス：mail_magazine2007@sart.jp
※申し込み用のアドレスと異なりますのでご注意下さい。

■個人情報の利用に関するお知らせ
　ここで入力いただく利用者の個人情報（メールアドレス）は、メールマガジンの配信を目
的として利用し、他の目的では利用いたしません。
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